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1. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年12月31日、以下、当四半期累計期間）のわが国経済は、中

国やアジア新興国をはじめとした海外景気の下振れ懸念等により、一部に弱さが見られるなど楽観視できない状況

でありましたが、政府の経済対策や金融政策等を背景に、企業収益、雇用情勢に改善が見られるなど、緩やかな回

復傾向にありました。

このような経済環境下、当社の事業領域であるＩＣＴ(※1)市場におきましては、分野ごとに強弱が見られました。

まず企業におきましては、経営者の投資効果に対する意識の厳しさは継続していますが、景気回復を受けてＩＣ

Ｔ投資が回復しており、特に働き方改革などの企業の経営強化・競争力強化を目指した投資が堅調に推移いたしま

した。通信事業者におきましては、ネットワークインフラへの設備投資抑制が継続されるなど厳しい状況が続きま

した。官庁・自治体、公益関連では、安心・安全をテーマとしたＩＣＴ関連の公共投資などが堅調に推移いたしま

した。消防救急無線システムのデジタル化投資は、発注面では大きくピークアウトしましたが、平成28年5月の移行

期限に向けた構築が高水準で推移しております。一方、海外においては、アジア圏を中心として移動体通信をはじ

めとするインフラ構築の需要が顕在化しております。

こうした市場環境のなか、当社グループでは、営業力の強化や、「ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ(※2)」の事業体

制を強化し、拡販を進めたほか、消防救急無線システムのデジタル化対応など本格化しているプロジェクトへの着

実な対応を行ってまいりました。また、平成27年4月には、昨今需要が拡大している多言語サービスに関する専門会

社を設立、平成27年10月には、今後成長が期待されるＩｏＴ(※3)分野を主なターゲットとしたＭＶＮＯ(※4)サービスを

立ち上げるなど、サービス事業拡大に向けた事業基盤の強化や新サービスの拡充などを行いました。加えて、海外

においても、平成27年4月に今後のインフラ投資拡大が期待されるミャンマーにタイ法人の支店を設立し、本格的な

活動を開始いたしました。

　

これらの結果、当四半期累計期間における連結業績は、

売上高 1,941億20百万円（前年同期比 3.1％減少）

営業利益 66億34百万円（前年同期比 20.9％減少）

経常利益 67億68百万円（前年同期比 21.0％減少）

親会社株主に帰属する四半期純利益 40億 7百万円（前年同期比 21.8％減少）

＜参考＞

受注高 1,974億23百万円 (前年同期比 11.3％減少)

となりました。

　

売上高は、1,941億20百万円と前年同期比3.1％の減少となりました。これは、企業ネットワーク分野におけるＩ

ＣＴ投資の増加や、安心・安全のための公共投資や衛星通信地上局整備などの社会インフラ分野における堅調な投

資に対し、積極的に取り組んだ一方で、通信事業者の設備投資抑制の影響によりキャリアネットワーク分野の売上

が大幅に減少したことによるものです。受注高は、一般企業向けが増加いたしましたが、通信事業者の設備投資抑

制の影響や消防救急無線システムのデジタル化対応プロジェクトの発注面におけるピークアウトにより前年同期比

11.3％減少の1,974億23百万円となりました。

収益面では、企業ネットワーク分野が、売上高の増加に伴い、着実に収益拡大いたしましたが、キャリアネット

ワーク分野において、売上高減少や急激な事業環境変化に対するコスト削減の遅れ等により、営業利益、経常利益

が、それぞれ66億34百万円、67億68百万円と前年同期比で減少いたしました。これにより、親会社株主に帰属する

四半期純利益につきましても、国内子会社再編に伴う特別損失の発生もあり、40億7百万円と前年同期比21.8％の減

少となりました。
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セグメント別の状況は以下のとおりであります。

＜セグメント別売上高＞ （単位：百万円）

企業ネットワ
ーク事業

キャリアネッ
トワーク事業

社会インフラ
事業

その他 計

売
上
高

当第3四半期
連結累計期間

76,637 50,484 63,735 3,263 194,120

前第3四半期
連結累計期間

72,896 61,692 61,416 4,397 200,403

増減額 3,741 △11,208 2,319 △1,134 △6,282

増減率（％） 5.1 △18.2 3.8 △25.8 △3.1

　
＜参考：セグメント別受注高＞ （単位：百万円）

企業ネットワ
ーク事業

キャリアネッ
トワーク事業

社会インフラ
事業

その他 計

受
注
高

当第3四半期
連結累計期間

77,207 48,927 66,740 4,548 197,423

前第3四半期
連結累計期間

77,494 62,788 78,239 3,937 222,459

増減額 △286 △13,861 △11,498 610 △25,036

増減率（％） △0.4 △22.1 △14.7 15.5 △11.3

　
1. 企業ネットワーク事業（766億37百万円：前年同期比5.1％増）：

お客様のＩＣＴ投資の回復や経営改革のニーズに積極的に対応し、オフィス改革ソリューション「Ｅｍｐｏ

ｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ」を軸にさらなる拡販を行うと共に、ＰＢＸの更改需要に積極的に対応し、前年同期

比5.1％増加の766億37百万円となりました。

2. キャリアネットワーク事業（504億84百万円：前年同期比18.2％減）：

通信事業者向けのアセットを活かした企業・公共分野の売上は増加しましたが、通信事業者の設備投資抑制

の影響により、前年同期比18.2％減少の504億84百万円となりました。

3. 社会インフラ事業（637億35百万円：前年同期比3.8％増）：

安心・安全をテーマとしたＩＣＴ関連の公共投資や衛星通信地上局整備投資などに積極的に対応し、前年同

期比3.8％増加の637億35百万円となりました。

　
※1 ＩＣＴ：

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ （情報通信技術）の略。

※2 ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ（エンパワードオフィス）：

当社の提供するオフィス改革ソリューション。当社の強みであるＩＣＴとファシリティ施工力を融合し、より

知的で創造的なワークスタイルへの業務プロセス改革を実現するとともに、セキュリティ強化や環境対応力と

いった社会的責任に応える「働き方」と「働く場」の改革を提案するもの。

※3 ＩｏＴ：

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓの略。

コンピュータ、ルーターなどの情報・通信機器だけでなく、世の中に存在する様々な個体（モノ）に通信機能

を持たせ、インターネットなどのネットワークに接続、通信することで、自動認識や自動制御、遠隔計測など

を実現する概念のこと。

※4 ＭＶＮＯ：

Ｍｏｂｉｌｅ Ｖｉｒｔｕａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｏｐｅｒａｔｏｒの略。

仮想移動体通信事業者のこと。
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＜セグメントの概要＞

セグメント 主な事業内容

企業ネットワーク事業

主に企業等のオフィス向けのＩＣＴソリューションに関するサービスインテ

グレーションの提供。ＩＣＴを核にセキュリティや環境等の対応まで含めた

総合オフィスソリューションや、これらに関する運用・監視サービスならび

にデータセンターやコンタクトセンターを活用したアウトソーシング・サー

ビス事業。

キャリアネットワーク事業

主に通信事業者向けのＩＣＴ基盤（移動体基地局からコアネットワークまで）

におけるＳＩサービス・設置工事から運用・監視等の関連サービスに至るサ

ービスインテグレーションの提供およびキャリアグレードの大規模かつ広域

なＩＣＴ基盤やデータセンターに関するＳＩサービスならびにこれらに関す

る運用・監視サービスの提供。

加えて、ネットワーク機器などの製造開発、販売およびシステムインテグレ

ーションの提供など。

社会インフラ事業

主に官庁・自治体や公益法人（放送事業者、電力事業者など）向けのＩＣＴ

インフラに関するＳＩサービス・設置工事から運用・監視等の関連サービス

に至るサービスインテグレーションの提供、および東名阪エリア以外の地域

をマーケットとする事業、ならびに海外子会社。

その他 情報通信機器等の仕入販売。

　

当社グループでは、グループ経営の効率化を図るため、ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ株式会社によるネッ

ツエスアイ東洋株式会社の統合(吸収合併)を行うなどの国内子会社の再編を実施いたしました。これを受け、第1四

半期連結会計期間より、従来「その他」セグメントに含まれていたネッツエスアイ東洋株式会社を、ＮＥＣマグナス

コミュニケーションズ株式会社が含まれる「キャリアネットワーク事業」セグメントに含めるなどの変更を行いまし

た。

前第3四半期連結累計期間に係る報告セグメントに関する情報につきましても、当該事象による変更を反映したも

のに組替えて開示しております。

(2) 財政状態に関する説明

（資産）

当第3四半期連結会計期間の総資産は、前年度末に比べ175億33百万円減少し、1,844億31百万円となりました。流

動資産は、前年度末に比べ171億93百万円減少し、1,538億68百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び

売掛金が221億65百万円、現金及び預金が17億1百万円減少し、たな卸資産が40億52百万円増加したことなどによる

ものであります。固定資産は、前年度末に比べ3億39百万円減少し、305億62百万円となりました。

（負債）

当第3四半期連結会計期間の負債は、前年度末に比べ189億21百万円減少し、888億69百万円となりました。この主

な要因は、支払手形及び買掛金が146億31百万円、未払法人税等が30億20百万円減少し、短期借入金が19億42百万円

増加したことなどによるものであります。

（純資産）

当第3四半期連結会計期間の純資産は、前年度末に比べ13億88百万円増加し、955億61百万円となりました。この

主な要因は、退職給付に係る調整累計額が11億37百万円、利益剰余金が6億76百万円増加し、為替換算調整勘定が3

億86百万円減少したことなどによるものであります。
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

国内景気については政府の経済対策効果や雇用・所得環境の改善などにより回復傾向にありますが、海外景気の

下振れ懸念など引き続き国内景気を下押しするリスクがあります。また、通信事業者の設備投資についてもさらに

抑制傾向が続くものと思われます。

このような環境下、当社の業績につきましては、当第3四半期までその進捗に遅れがあり、第4四半期もキャリア

ネットワーク分野での厳しさが継続することなどが見込まれますが、成長分野への注力、さらなるコスト削減策の

推進などによる収益改善努力を継続することにより、現時点で、平成28年3月期の連結業績予想は、当初予想と変更

ありません。

売上高 2,950億円（前期比 1.0％増加）

営業利益 165億円（前期比 2.1％増加）

経常利益 165億円（前期比 1.9％増加）

親会社株主に帰属する当期純利益 95億円（前期比 21.9％増加）

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成25年9月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第1四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、第1四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第3四半期連

結累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

当第3四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区

分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式

の取得または売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の区分に記載する方法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－2項（4）、連結会計基準第44－5項（4）およ

び事業分離等会計基準第57－4項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第1四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、当第3四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,951 37,250

受取手形及び売掛金 113,921 91,755

機器及び材料 2,820 3,250

仕掛品 7,314 10,936

その他 8,105 10,718

貸倒引当金 △52 △43

流動資産合計 171,061 153,868

固定資産

有形固定資産 10,830 11,011

無形固定資産

のれん 2,728 2,489

その他 3,143 3,176

無形固定資産合計 5,871 5,665

投資その他の資産

その他 14,252 13,927

貸倒引当金 △52 △41

投資その他の資産合計 14,199 13,886

固定資産合計 30,902 30,562

資産合計 201,964 184,431

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,662 34,030

短期借入金 1,633 3,575

1年内返済予定の長期借入金 3,168 3,174

未払法人税等 4,358 1,337

役員賞与引当金 125 23

製品保証引当金 280 201

受注損失引当金 163 181

その他 20,909 18,076

流動負債合計 79,302 60,601

固定負債

長期借入金 1,349 1,222

退職給付に係る負債 25,832 25,240

その他 1,307 1,804

固定負債合計 28,488 28,267

負債合計 107,790 88,869
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,122 13,122

資本剰余金 16,650 16,650

利益剰余金 64,932 65,609

自己株式 △266 △269

株主資本合計 94,438 95,112

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47 43

為替換算調整勘定 2 △384

退職給付に係る調整累計額 △1,927 △790

その他の包括利益累計額合計 △1,878 △1,131

非支配株主持分 1,613 1,580

純資産合計 94,173 95,561

負債純資産合計 201,964 184,431
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第3四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第3四半期連結累計期間
(自 平成26年 4月 1日
　至 平成26年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
　至 平成27年12月31日)

売上高 200,403 194,120

売上原価 168,445 164,326

売上総利益 31,957 29,793

販売費及び一般管理費 23,571 23,159

営業利益 8,385 6,634

営業外収益

受取利息 51 44

保険配当金 121 172

その他 322 291

営業外収益合計 495 509

営業外費用

支払利息 57 57

固定資産除却損 70 89

その他 189 228

営業外費用合計 317 374

経常利益 8,563 6,768

特別利益

関係会社株式売却益 ― 40

特別利益合計 ― 40

特別損失

退職給付費用 ― 464

関係会社移転費用 ― 118

事業拠点再構築費用 258 ―

特別損失合計 258 583

税金等調整前四半期純利益 8,304 6,225

法人税等 3,054 2,128

四半期純利益 5,250 4,097

非支配株主に帰属する四半期純利益 123 89

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,127 4,007
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四半期連結包括利益計算書

第3四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第3四半期連結累計期間
(自 平成26年 4月 1日
　至 平成26年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 5,250 4,097

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16 △0

為替換算調整勘定 109 △516

退職給付に係る調整額 374 1,137

その他の包括利益合計 500 619

四半期包括利益 5,751 4,717

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,583 4,755

非支配株主に係る四半期包括利益 167 △38
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第3四半期連結累計期間
(自 平成26年 4月 1日
　至 平成26年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
　至 平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,304 6,225

減価償却費 2,047 2,347

のれん償却額 270 239

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △219 △195

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 762 438

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △74 △102

製品保証引当金の増減額（△は減少） △59 △78

受注損失引当金の増減額（△は減少） △62 17

受取利息及び受取配当金 △61 △57

支払利息 57 57

売上債権の増減額（△は増加） 7,826 21,344

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,555 △4,085

仕入債務の増減額（△は減少） △4,107 △14,460

未払消費税等の増減額（△は減少） 467 △1,543

その他 △800 △2,108

小計 7,793 8,040

利息及び配当金の受取額 61 57

利息の支払額 △51 △51

法人税等の支払額 △5,629 △5,300

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,173 2,746

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △5,000 ―

有価証券の償還による収入 5,000 ―

有形固定資産の取得による支出 △2,196 △1,943

有形固定資産の売却による収入 15 4

無形固定資産の取得による支出 △507 △532

投資有価証券の取得による支出 △6 △7

貸付けによる支出 △4 △4

貸付金の回収による収入 5 5

子会社の清算による支出 △109 ―

関係会社株式の売却による収入 ― 151

その他 △250 △53

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,054 △2,380

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △210 2,070

長期借入金の返済による支出 △124 △120

自己株式の取得及び売却による支出及び収
入（純額）

△3 △3

配当金の支払額 △3,072 △3,321

非支配株主への配当金の支払額 △16 △18

その他 △358 △363

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,785 △1,757

現金及び現金同等物に係る換算差額 87 △310

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,578 △1,701

現金及び現金同等物の期首残高 44,434 38,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 39,855 37,250
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第3四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　 前第3四半期連結累計期間(自 平成26年4月1日 至 平成26年12月31日)

1. 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

企業ネット
ワーク事業

キャリアネッ
トワーク事業

社会インフラ
事業

その他注1 調整額注2

四半期連結
損益計算書
計上額注3

売上高

外部顧客への売上高 72,896 61,692 61,416 4,397 ― 200,403

セグメント間の内部売上高
または振替高

― ― ― ― ― ―

計 72,896 61,692 61,416 4,397 ― 200,403

セグメント利益 4,547 4,576 4,984 163 △5,885 8,385

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報通信機器等の仕入販売を含ん

でおります。

2 セグメント利益の調整額△5,885百万円は、主に管理部門に係る人件費および経費であります。

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第3四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

1. 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

企業ネット
ワーク事業

キャリアネッ
トワーク事業

社会インフラ
事業

その他注1 調整額注2

四半期連結
損益計算書
計上額注3

売上高

外部顧客への売上高 76,637 50,484 63,735 3,263 ― 194,120

セグメント間の内部売上高
または振替高

― ― ― ― ― ―

計 76,637 50,484 63,735 3,263 ― 194,120

セグメント利益 5,405 1,955 4,974 330 △6,032 6,634

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報通信機器等の仕入販売を含ん

でおります。

2 セグメント利益の調整額△6,032百万円は、主に管理部門に係る人件費および経費であります。

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2. 報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループでは、グループ経営の効率化を図るため、ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ株式会社による

ネッツエスアイ東洋株式会社の統合(吸収合併)を行うなどの国内子会社の再編を実施いたしました。これを受け、

第1四半期連結会計期間より、従来「その他」セグメントに含まれていたネッツエスアイ東洋株式会社を、ＮＥＣ

マグナスコミュニケーションズ株式会社が含まれる「キャリアネットワーク事業」セグメントに含めるなどの変

更を行いました。

前第3四半期連結累計期間に係る報告セグメントに関する情報につきましても、当該事象による変更を反映した

ものに組替えて開示しております。
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